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　ハブルガエフ、ガルシコヴァは、mシア方言におけるこの［6］と〔δ］の音素には、機能的、
構造的、系譜的に糧関性があることに注目している㈹。すなわち、弱母音消滅に関連して、最
終的に音調アクセソトが失われて以後、かつての新上昇調の［6］を［6］に再編して保存した
方言におけるこ6］一［o〕対立（高と低の対立）はより古い同一対立関係［δ〕一［e］の保存を支
えたのである。したがって、［6］一［oコの対立が発生しなかった方言では、〔司の音素もまた
早期に失われている。例えば、白mシア、スモレソスク周辺では、早期に〔司が失われ、12－
13世紀初めにかけての文献に［6］（旬が見らず、それ故［δ］の発達はあり得なかった。中央
部地帯に最も西部に位置する白ロシア（ジズドラ）型は、この事実に良く合致している。一一方、
mストフ・スズダリ起源の文献は、14－15世紀の当該方言に〔δ〕の事実を提供していないが、
この期の降］一［eコの対立の確認によって、少なくとも「14－15世紀の境界には」いまだ
［6］一［o⊃の対立関係がここに存在したであろうことを推定させるのである㈹。Pマノーソフ
が「mシア文法」において、音素としては既に失われていたが、当時のロシア語になおも存在し
た高尚体の正音法としての〔S］をr細音工」（TOHKOEI締3）として、「太音xj（Ae6enoe［e］）
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と区甥したことが想起される（75）。
　ハブルガエフ、ガルシコヴァは、後期古代ロシア期に達する頃には、北部地帯両方言（北西部、
北東部）及びオカ中流方書は［§］［δ］を含む7母音体系を、中央部地帯の西の方書（ジズドラ
型）はそれを含まない5母音体系を、中央部地帯の東の方言は、アバヤー二型（原初型）等によっ
て判るように、7母音体系を備えていた、と結論している（76）Qしたがって、このことから、中
央部地帯の西にあった5母音体系（力点音節における）は、［S］一［e］の対立を中和すべく、
7母音体系の東方向へ向かって移動し、一方、東（中央部地帯南東部）に発生した異化型ア・ヤ
弁は、逆方向へ向かって、いわば5母音体系を向かい討つ形で、西方向へ移動して行ったと需う
推理が可能なのである。ハブルガエフが作成している次の表は、以上の推論を見事に証明してい
る（77）。
シ　ズ　ド　ラ　型
a（’a） H，bl，　y
e，◎
る（，）
a
（北西）
e－
，ス　ツ　ヂヤ型
a（’a） H，b蓋，　y
　　O
bぐ騒） e　　　　a
（東）
←
（南東）
　現在の大ロシア方言南西部（後期古代ロシア中央部地帯東部）に広く行われている上のスッヂャ
型では、力点音節の［o］はより高い［δ］（狭中開き母音）として力点直前に反応し、［e］はよ
り低い音（中開き母音）としての反応を示していることから、この地域は、異化型が広がる以前
は7母音体系を持っていたかも知れないが、異化型が始まる頃には［δ］［o］対立を残しつつ
も、既に西の方からの影響で［e］一［e］の対立が中和していたことが判明するのである。δ母音
体系と7母音体系の中間地点にあるスッヂャ型のこα〕反応は、中央部地欝内での東醤の妥協の
産物であることを示している。また、棄からやってくる異化型の原型では、当然、低母音［a］
（力点直前）対［e］［o］（力点音節）の組み合わせとしてではなく、［a］対［e］［δ］の組み合
わせとして撮現する訳であるが、ジズドラ型の場合、〔e］一［6］を知らないにもかかわらず、
原型の表面的な結果だけを受容して、力点直前に⊂a］を一般化したものだと考えられるのであ
る。さらに、中央部地帯（異化型ア・ヤ弁地帯）の南（南白ロシア）と北（中央Uシア、オカ北
方）の地域は本来非ア弁地域であったと想像されるにもかかわらず、非異化型ア・ヤ弁が広がっ
ていることに注冒しておかねばならない。例えば、オカ北方には、いわゆる中庸型（yMepeHHb！A
THn）が広がっている。中庸型とは、こ’α］が後続の子音の硬・軟性によって反応するタイプで
あり、力点直前音節の非狭（高）母音が、硬子音前ではこ’a］、軟子音前ではこe］〔ge］［司の
ように変わるのである（　，　　　　　，H　OC”a〉疑’ac濾；B’eガ6T＞B’瓢’6T）。ここではヨ弁（eKaHbe）（｝IE（ぷ，
B奄c舶等）の基礎の上に異化型ないしは同化・異化型のア・ヤ弁が重なったと考えられ、非ア弁
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は常にア・ヤ弁の強力な波に飲み込まれて行ったことが判明するのである。ア・ヤ弁とオ弁がぶ
つかるとき、ア・ヤ弁はオ弁を駆逐して、常に「勝利していく」のである㈹。
　異化型ア・ヤ弁こそ、全てのア・ヤ弁の原型であり、さらにその源流がアバヤー二型であると
言うことに関連して、ハブルガXフが行っている重要な指摘がある。すなわち、①異化型分布
圏では、異化型ア弁（狭義）は、原鋼として、異化型ヤ弁を伴うのに対して、非異化型ア弁（狭
義）は多様なヤ弁（異化型、同化・異化型からモスクワ型イ弁まで）を伴う、②異化型分布圏
でだけ、硬子音後と軟子音後の［α〕の実現タイプが完全一致する、③異化型分布圏でだけ、
硬子音後も軟子音後も、ア弁とヤ弁のメカニズムの同源性を証する、強い劣化母音［α］（5／’b）
が存在する（79）。
　このこと（特に、②、③）は、シャフマトフの、ア・ヤ弁起源に関する劣化説（pe．IEYI〈llKOHHafi
照訂OTe3a）とも良、＜符合している（80）。シャフマトフによれば、ア・ヤ弁の起源は、無力点音節
における非狭（高）母音（o，e，　aの三種の短母音）の劣化に始まる（aは本来長母音であるが、
この劣化が始まるまでには、短母音に変わっていたとされる）。また、狭（高）母音（g，bl，　y，
δ，δ）は長母音であって、劣化しない。その結果、無力点音節において、［o，a＞胡、こ’e，
’a＞’b］のような変化が発生した（シャフマトフ自身はいわゆる「弱母劃と区別するためにα，
εの符号を用いているが）（例、BO磁＞B域a，　XBa廟＞XBtsnth，　CTopo舶〉㏄もPb舶，盈na＞護拓
nb；li’aTS＞n’b霜，　c’　en6＞c’M6，　B6ぬ＞B6rf　b等）。シャフマトフによれば、母音の長短別のあ
る縛期には、あらゆる無力点音節でこのような発音がなされていたと誉う。そして劣化母音の発
生は、力点音節の長母音（非狭母音）の長音化を引き起こしたが、のちそれは短母音化し、それ
を償うべく力点直前の劣化母音を長音化して、［s＞a］〔b＞a，e］のように変おった（例、
BO双bl＞跳加＞B’bnrk＞Ba鄭1；R，e磁＞N，bC，叢＞H’ac，宮等）。力点短母音音節の場合は、劣化母音の
発生による影響を受けて長音化しなかったため、そのままの形を保存した（例、Koc69＞i〈sc6B，
mep6M＞ll’bP6M等）。これは結局以下のような結果をもたらしたことになる。
購転騨櫛）コー・・…（力点音節）
　　硬子音＋る　　　　　　　　m
　　　　　　　　　　　　　　　　l－°，e・a
　　軟子音十b　　　　　　　　　一
　この表に現れている力点音節と力点直前音節における糊互反応の形式は、正に異化型と称され
る形式に他ならない。すなわち、異化型なるものは、実は共時面でみた表簾的な観察によるもの
であって、母音の長短別がなくなり、古いアクセソト・イソトネーショソ関係が崩れた後では、
単に母音の舌の高さによる異化関係に見えるに過ぎない。大きな視点（弁証法的な視点）に立っ
て見れば（言語学風に言えば通時的かつ共時的視点の総合ということになるが）、結局母音の長
短鋼の再編期に生じた代償延長的な現象の一種だったと考えることができるのである。いわゆる
「弱母音」の消滅現象もまた代償延長的現象の一種であったことを考え併せれぱ、ア・ヤ弁と弱
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母音消滅現象は、実は底流において深くつながっている同一原理の異なる現象化に過ぎない。と
もあれ古いアクセソト・イソトネーション関係の崩壊とそれによって起こるドミノ現象は、ロシ
ア語史に大きな再編の嵐を持ち込んだにちがいないのである。
　最後に、ア・ヤ弁の発生蒔期について雷及しておきたい。すでに、このことについては本稿
［V］において触れたが、以上の歴史的、地理的事実関係とそれに基づく推論からして、ア・ヤ
弁の発生は、弱母音消滅以後であり、それに続く［6コ発生以後であることは明らかである。ま
た、中央部地帯、すなわち中央森林地帯をスラヴ人が獲得するのは8－9世紀以後であることを
考えれぱ、それ以前のア・ヤ弁発生は全くあり得ない。これらの相対時問の姥較によって、11世
紀以前にはア・ヤ弁の発生はあり得ないことになるのである。さらに、古代mシア・クルガン域
範囲の外にあるオカ中流方言（リャザソ圏）に広がる同化・異化型ア・ヤ弁とセイム川周辺域方
言（スッヂャ、シシグリー、アバヤー”）に広がる異化型との起源的同一性（異化型と岡化・異
化型は同じように古く、かつ岡根）ということと、後期古代ロシアの言語改新（西部一般現象）
がヴォルガ・オカ廻聞には拡張しなかったという歴史方雷学の推論を考え併せれぱ、中央部地帯
での、無力点億音の弁別特徴の中和化傾向の萌芽（劣化母音萌芽）は、これらの両方言の関係断
絶以前であるという推論が可能である。そうだとすれば、その萌芽は、オカ中流方鷺の
独立分化以前（リャザソ圏の独立は12世紀）、すなわち11世紀末以前であったということになる
のである（81）。一方、セイム・オカ上流方言は未来の白ロシア方言とは、それ以後も関係を継続
し、13世紀以後はリトワ公国に編入されて行くのである。したがって、ハブルガエフは、ア・ヤ
弁の発展段階は二段階であり、第一段階は無力点音節の非狭（高）母音の劣化母音化段階、すな
わち［α］（b，’b）としての一元化段階（CTaAKfi　yauΦHKaenx）であり、第二段階は、力点音
節母音の質に従って（上記シャフマトフ説参照）、既に一元化した母音［αコを様々な形に実現
して行った段階であり、［αコの「調整」（yfiOPA．［IOHHueHlie）段階である、と主張している。そ
して、この二段階はシャフマトフの劣化説によく符合しており、第一段階は11世紀末一12世紀以
前、第二段階が、一般にア・ヤ弁の発展期として言われている12－14世紀の間の期間だとしてい
る（82）。ア・ヤ弁の発生は、ロシア語史家によって、9世紀から14世紀まで大きな幅があるが、
二段階説（劣化説）に併せて行われたこの年代推定には極めて注目すべきものがあると考える。
　ア弁とオ弁がぶつかるとき、ア弁は「勝利する」、このことはア弁が模倣され易く、かつ習慣
化され易い特徴を備えていることを物語っている。それはリズムを伴うからであろう。勿論、～
定の子音組織（硬・軟子音対立）の発達、すなわち子音の弁別機能の発達という条件が必要であ
るが（何故ならば、ア弁は、母音の弁甥機能の劣化、縮小を引きずって行くわけであるから）、
何よりも音調アクセントから強勢アクセソトへの移行を契機として、ロシア語の波のような強と
弱のリズムの対立は激しくなり、語から句へ、そして文へと波及していったと想像される。しか
も、文化的辺境の地に萌芽した要素が、その後連鎖反応のように、ウクライナを除く東スラヴの
主要部を大きく席巻していった様は正に民族のエネルギーの軌跡なのである。
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地図解説 後期古代ロシア（12－14世紀）方言地帯
1．古代mシア公国境界、2．r～γ対立境界線、3．ロシア・白ロシァ語対立等語線束、白ロ
シア内方言対立等語線束、4．爾部一般現象等語線束（北東部で、古代ノヴゴロド方雷、ロスト
フ・スズダリ方言網互接触地域を画く）、5．mシア・白ロシア対立等語線退潮域、6．後期古
代ロシア方雷地帯概略線、7．現代白ロシア方言範囲、ウクライナ、南大mシア方言境界線、8．
ゴリャヂ居住領域
36°
6°
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8．P．珂．ABaHecoB，　npo6nervtbi　o6pa3eBa｝mH　fi3blKa　BenMKoti　HapomlocrK．－B男，1955，　NG5，crp．25
9．A．A．墨axMaToB，　BBe及elme　B　Kypc　H（rl’opffH　pyccKoro　A3blKa，qacTb　1，’
　　　　　　　neTPorPan，　Tlifi◎rxpaq｝nn　“Hay－・ioe　Aeno”　，1916，　cTp．55－56
　　Φ、H．ΦMnuH，　RpoHcxo｝K双eime　pyccl〈oFo，　yKpaxHcKoro　H　6enopyccKoro　fi351KoB，
　　　　　　　X3q・MayKa，　nelmHrpa双．　OTA．，∫1．，1972，　crp．265
10．　B．B．Ix！Ba｝ioB，擁cTop｝｛乳｛ecKa只rpatsfMaTHKa　pyccKoro　fl3blKa，　tづ3k．2，
　　　　　　　　1－lpocee且qeHme，　M．，1983．　cTp．105　（M3A．3，1990，　crp．93）
11．1’．A．Xa6ypraeB，　CTa｝loBneHHe　pyccKoro　A3bll〈a，　Bbic．mKona，M．，1980，　crp．IOI．
　　Φ．H・ΦMnH！・1，1－IPouxco》KAeHHe…　，1972，　cTp．263
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12．
13．
14、
15．
16．
17．
18．
19．
20。
21。
22．
23，
24。
25．
26．
27．
28．
29．
30．
31．
C．B．SepH田Tethll，　09epK　cpaBfiliTenb｝loB　rpaMMaT“Kif　CnaBAI・ICKHx　H3bll〈oB，　BBeゑe董葦Keゆo｝玉eT瓢Ka，
　　　　　　　　茎・13AaTenbcrBo　A｝｛CCCP．M．，王961，（；　p．292
［h］を声門音（rOPTa甜麟）とするのは誤りとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
Φ．il．Φ湖照，　llPOHcxo｝K・」lellKe…，（rrp．245
C．B。SepH田Te勇H，09epK…　，cTp．293
P．聾．ABaHecoB，　nuH；BvacrHgecKaH　reorpaG）Hff猛Mcroplisl　pyccKoroπ3biKa．－B分，　Nα6，1952，（rrp．44
フィリソの同著によれば、γの方を始源的であるとする説もある。
Φ．R．Φ期闇，　Hpo羅cxo》KAe！．llie…，（コP．244
C．5．6epHiziTelaH，09epK…，cTp．295（分布図）
A．A．UJaxNfaToB，　OgepK　ApeB｝ieBlllaro　nepMolla｝｛（rrop－t　pyccKaro　fi3blKa，　lrHnorpacl）Mfi　XNffiepaTopcKo蕗
　　　　　　　　aKa双eMm｛！．layK，　r夏eTPorPa双，1915，cTp．36
Φ．H．Φ襯HH，　FIPOi｛cxo｝i〈AeHlie…，crp．246－247
C．8．5epH臓Te鍬無，09epK…　，cTp．294，296－297
P．HaxTHran，　CxaBfil・lcKne　fi3blKH，　M3fi．興HocTpam．loth　nHTepaTypbl，　M．，1963，　crp．219－220（Rajko
　　　　　　　　Nahtigal，　SloVans｝d　jeziki，Ljubljana，1952）
C．6．βep鳳tllTetiH，09epK…　，cTp．294
Φ．r－1．ΦMnHH，1－IPoHcxo｝KAe｝me…　，cTp．246
Φ．rl．eP｝lnHI・1，nPo疑cxo》K双e擁雑e…　，crp．246－248
C。B．Be裏）HtliTeth｝・1，0・｛epK・一，cTp．294－295
Φ．「1．OPIinllH，1－IPoHcxo》KAe｝｛lie…　，cTp．247
C．B．Bel）｝lmaTevaH，　OuePK・・㌧CTP．294
C．6．6epMurTe勇韮｛，0し｛epK・・㌧cTp．295
Φ．H．ΦH潤H，鳶poHcxo＞1〈AeHHe…，㏄P．249－250
睦cTopK騒ecKa飛丁羅fioaorlifl　cπaBHIIcKHx　fl3blFKoB　（noムpe双．　A．　C．　MenbHmyyi｛a），
　　　　　　　　Hayi〈oBa双yMKa，　KHeB，1986，　crp．39－40
r．A．Xa6ypraeB，∂THOHHMHfl《轟oBecTユ｛BpeMeHHblx　neT》，レi3ム．MocKoBcK◎ro　yHMBepcMTeTa．
　　　　　　　　M．，1979，CTP．107－108
Φ．r夏．ΦHAI｛1・1，1一夏Po｝｛cxo＞KJkelllle…　，cTp．255
r．A．Xa6ypraeB，3T玉・IOHMMIiA…，c叩．106
B．B．CenoB，　BocTogl－lble　cfiaBnHe　B　VI－XI；i　BB。，M3fl．HayKa，　M．，1982，　crp．272
A．M．CenxxmUeB，　KP踊T｝｛9ecKHe　3aMegaH｝｛fi　o　peKQH（rrpyK那m｛諏peBHe藪繊e巖cy双b6bi　pyccK｝｛x
　　　　　　　　　双HaJ！eKToB．…X36PaHi．lble　TpyAbl．3A．1－lpocBeuaem騒e．M．，1968，　cTp．33－34
06pa30BaHme　ceBepHopyccKoro　1－lapeglifl　H　cpeAHepyccE〈Mx　roBopoB　（oTB。peムaKTop　B。r．OpxoBa），
　　　　　　　　　HayKa，ハへ．，1970，　CTP．165，224
1）．列．ABai－lecoB，」’ll｛畳．lrBHCTHt｛eCi〈aSl…，（rrp．44－47
C、n．06HopcKm“d，　C．ギ．BapxyAapoB，　XpecToMaT｝至月【lo｝｛（rroPMI｛pyccKoro　fi3bll〈a，　Llacrb　I，ygneAr｝｛3，
　　　　　　　　　赫．，1952，CTP．16
B．B。レ雪BaHoB，1！lcTopi｛ueci〈aA　rpaPttMaTl｛Ka・・㍉玉990，　cTp．95
スヴャトスラフ文集。スヴャトスラフ大公（CBfiTocnaB　SlpocxaBH9，1027－1076）はヤロスラフ賢公の患子、
アソナ（AHi－ia　9poenaBHa）の弟。キエフ大公。本来ブルガリア皇帝シメオソ（885－927）の為になされたギ
リシャ語からの翻訳。「文集」はその写し。
B．レL60pKoBcK｝i艶，　rL　C．Ky3HeuoB，　K（rTopuuecKafi…，cTp．9G－91
B．B．レ歪BaHoB，1・lcropvagecKafi…，1983，　cTp．107　（玉990，（rcp．95）
M．rIeTeP，縁cToP賊黛ecKa月rpaMtsaaTxKa　pyccKoro　A3blKa，　1　，　Tankonyvk呈ado，】3udapest，1969，　cTp．66－67
8．レ玉．δopKoBcK猛蓮，　rI。C．Ky3He城oB，’一’，cTp．91
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32．r。　A．Xa6ypraeB，∂TH◎HMM｝｛只…，cTp．107
33．r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBπeH猛e…，crp．100
34．　K．B．ro茎）斑KoBa，ンicTop｝至〔｛ecKa発双｝ianeKToAorlifi　pyccKoro　fi3blKa，rlPocBe繊eH｝｛e，ハA．，
　　　　　　　1972，crl）．64－71　（（rrp．64－65｝こ表）
　　K。B．rop！llKoBa，　r．A．Xa6ypraeB，レ屋cT．rp…，crp．61－65（（コ’p．62に表）
「轟母音消滅は9世紀以前の時期に属する…10世紀前半には東スラヴ人は鼻母音を発音してなかった」
（ropvaKoBa，　Xa6ypraeB，珂cT。rp，cTp．53）、「10世紀には既に東スラヴ人は鼻母音を持たなかった」等
（B．B．MBaHoB，　XcT．rp．1983，⊂rp．118／1990，（rrp．106）の記述（ヴィザソツ皇帝コソスタソティヌス7世の
「帝国統治論」（948－952）における、Kネブル」【1畢瀬の名称の記載（βερe6τζη，　yεασilτ）に
は、これに絹当する古スラヴ語のBbPXIiUI，　He照鰍τbに含まれる鼻母音要素はなく、これは当時既に蜜代ロ
シァ語がそれぞれBbpoygH，｝leHCblTbに変わっていた事を証するものだ、と言う説明は多くの歴史文法の行
うところである）、「前養母膏前の子音の半軟音性はU世紀中葉まで古代ロシア語に残った」（B．B．14Ba｝ioB，
玉983，（：．Tp．152／1990，　crp．142）、「概ね11世紀半ばには…硬子膏の位醒的異音とししての半軟子音はなくなっ
た」（周、1990，CTp．143）、また、「子音の第二次軟化は10－11世紀の饗界辺tl　」（F◎PtUKQBa，　Xa6ypraeB，
㏄p。53）であり、「ヴァシリエフ（」玉．」玉．Bac疑JlbeB）によれば、第二次軟化は瀬次進行して行った。10世紀に
狭母音［1，6］の前に始まって、11－12世紀の境目まで続き、より広い母音［e，a］前の軟化を以て完結した」
（同、crp．53－54）、あるいはまた、弱驚音消減の端緒となる時期は「10－11世紀の境目」（岡、　CTP．66）であ
り、それは先ず「弱い位置」弱撮音の消失に始まり、「強い位置」弱母音の強母音化が文献的に確認できる
のは12世紀以後であるから、「12世紀末には生きた東スラヴ語ではもはや弱母音は存在しなかった」
（岡、CTP．67）、弱偲音消減過程は「概ねユ2世紀後半に進行した」（B．B．1・IBaHoB，　CTρ．170／crp．159）F12
世紀後半から13世紀初頭にかけての文献には弱母膏消滅過程が広く反映している」（岡、1983，（囎．17Y！99◎，
crp、160）、この過程は「古代ロシア語方言で一度に起こったものでなく、ある方言では既に11毯紀に、また
あるところではより遅く進行して行ったが、13世総半ばまでには恐らく古代ロシア語全紘において完結した」
（洞、（rrp．161）等の歴史文法の解説を総合すれば、鼻母音消滅、第二次軟化、弱母膏消滅の欝語内棚態時
間醐係の概略図は、いま、これにツ弁の発生、　〔g］の音質の分化、を加えて示せば以下の通りとなろう。
5　　　　6
スラヴ祖語
南北分化
7　　　　8
ツ弁発生
［9］分化
9 1G 11
第二次軟化
12 13　（世紀）
鼻母音
… 弱母音消減
35．　Φ．資．Φ｝｛nMH，　1’lpoKcxo》KAekme…　，　cTp．267－268
36．　Φ．H．Φ騒」！縦冠，　王一lpo獄cxo♪KAei・me…　，　cTp．269
37．Φ．a．ΦMma｝－1，　ftpolicxo｝KAe｝mae…，　erp．272ただし、オルロヴァはツ弁とス弁の直接的系譜関係を否定。フィ
　　リソはそれを批覇。
38．現代ロシア標準語以外の東スラブ諾（方言）を総合すれば、文字Bは結局［v］，［wコ，［u］，［u］を表すこ
　　とになる。ロシア藷のBが曝音［v］一［f］であって、ソナソトでない事は言うまでもない。ウクライナ語
　　では、母音前では、基本的には両唇摩擦音〔w〕（鶏贋母音及び［j］前、そして子音後絶対的語末で、例、
　　BoroHb，　BycTa，　B’｛oH，6apB；非円唇母音前でも［w］が陵駕するが、標準語では［v］も可、例、　TpaBa，
　　Bepx，　BlicoKo）。子音前の、藷頭、語中母音後、及び母音後絶薄的語末で趣〕（例、　YHYK，　npaBAa，
　　xomaB）。この語頭の毅］は［u］と位置的交替を行なう（Y｝・IYK－BllyK）。すなわち、正欝法上は、子音後で
　　はyを、母音後にはBを用いている（｝lama　Y｝－IYI←Hallla　B｝・ayKa）。臼ロシア語のBは摩擦唇歯音こv］（傍、　Balla＞。
　　上と同じく、子音前、語末で［U］と交替する（例、叩a頭a，Kpoジ）。また周じく、語頭子音前で
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　　　［u］一［g］と位置的交替を行う（例、yAaBa－canaMA”afi朔aBa）。（B．M．PycaHoBcKWt他，　y！〈pauHcKafi
　　rpatvsMaTxKa，　HayKoBa　AYMKa，　K，，1986；T．H．渥oMTeB，　IHpaMMaTuKa　6enopyccKoro　H3b茎Ka，　yqfle双rK3，
　　M，　1965，　M．r．BynaxoB他，　B（xc［regHocn6BfiHc｝cKe　fi3blKH，　gPocBeraeHKe，　M．，1987等参，照、）0
39．　Φ．11。Φ1至xMn，　f夏1）oifcxo》KAeHEe…　，crp．291－293
40．　Φ．夏玉．ΦlimaH，1－lpoMcxoxclleHlle…　，cTp．293，296
41．P．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHme…，crp．149－150／3THoHHMHfi…，clrp．63
42．F．A．Xa6ypraeB，　CTa㍊oB汀eH雑e…，crp．109
43．r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHue…，crp．149
44．　06pa30BaH賑e　ceBepHopyccKoro　Ha藝）egMfl…　，crp．210，200－212
45．ATnac　pyccK｝｛x　　｝iapoAHNx　　YoBopoB　　lleHTpanb｝lblx　　（｝6πacτe錘　K　Bo（rroKY　oT　MocKBbl，　　no双
　　peA．P．レ三．ABa三玉ecoBa，　A｝l　cccp，　M．，1957、
　　1945卑のソ連科学アカデミー・ロシア語研究所「mシア語芳言地図帳編纂資料叡拾計画」に濃って駁拾され
　　た資料に基づき発行された。「技徳的な理由により」（r．A．Xa6ypraeB，　vaCT．rp…，　crp．29）策一巻が出JW
　　されただけに終わっている。現在、ゑ照涯eKToπor剛ecK班益aTnac　pyccKoro　R3MKa，　Uemp　EBpo羅e艶cKo遠
　　qacTM　CCCP，　BbmycK　LΦoHeTHKa，　HayKa，　M．，1986．が出ており、Bhm．2（形態編），Bhm．3（統
　　語編、語彙編）の続刊が予定されているというが（PyccKan　AmaxeKTonom（fl，　floA　peA．　Ji．几KacaTKm董a，
　　1’lpocBemeHHe，　M，，1989，　cTp．25）、現状では予想がつかない（作業は1971－1980年に完了済という）。な
　　お、今鷺ロシア方言学が提供している方言地図は二種：H．｝｛．双yPl．IOB◎，　H。H．CeKolloB，0．H．y1llal｛OB，
　　　oll1》IT　rutaneKTonorMgecKoB　I〈apTbl　pyccKoro　A3blKa　B　EBpone，　1914／双｝玉aJEeKToJΣorK｛｛ec韮くafi　Ka茎）Ta
　　pyccKoro　fi3NKa（1964）後奢はPyccKan，qiianeKToAorlifi，　Ho双p銀．・P．縁．ABaHecoBa　M　B。r．O陣oB碗，
　　Hayi〈a，　M．に初めて公刊された。
46．　PyCCi｛afi　JIMa”eKTonor猛fi，　llOA　peA．∫｛．」玉．1〈acaTKMHa，　Bp◎CBeuxe！me，　M．，　1989，CTP．205．参照、。　「方言地
　　帯」全体の醐係を鳥騒できる点で良い。
　　PyccKaA」kliallel〈Tonoru”，　fioAρeム．　P．H．A躍ecoBa　u　B．r．Op澱oBo瓦HayKa，　M．，1965／1〈．Φ．3axapoBa，
　　B．P。Op涯oBa，！lHaneKTHee　gneHe｝me　pyccKoro　n3bll〈a，1’lpocBe斑eylie，　M．，1970．等の方言学関係図譲
　　はド方言地帯」の個別分割図を示すだけ。PyccKafl　lluaneKTonorHn，　fion　peA．慧．C。Ky3｝ヌ畷oBa，’
　　難pocBe皿eH配，　M．，1973，　cTp．247．は全体図であるが、極度に抽象化された図。なお、クズネツォフは
　　　「中央方言地帯」を区分していない。
47．　［」コの消失後、ロストフ・スズダリ方言以外の古代ロシア方言はすべて長軟子音に変じ、それは現在でも
　　ウクライナ、白ロシア、西部、南西部mシア方言に残るが、それは後、更に一連の方言で短音化した。ウク
　　ライナ語も白ロシア語も共に長音の例には、｝KHTTfi，　finaTTfl（ウクライナ語），》KblU飛，　llAallue（臼ロシァ
　　謡）等がある（cf．ロシア語M〈1｛Tb§，　n渥aTbe）。
48．OH　BcraBMM．　OHM　6bmli　B　copeBBoBaHbe　BKn！ognBlllK．等一m騒語昆の不変化形構文で、副動講パーフェク
　　　ト伝eeHP襯aC珊b通露epφeKT）とも呼ばれる。先行動作の結果状態を蓑す「結果達成類（pe3ynbTaTliB）」
　　の機能を持つ（B．紙Tρy6照cK曲，　OuepxyfρyccKor◎nlianeKTfloro　cH｝ITa｝〈clica，1・13A　．　JleH　．　y｝i　．，A．，
　　1984，crp．159－160）。［－1－］分詞パーフェクトのアオリスト化（単純過張化）という機能的再編によっ
　　て生じたパーフェクト的意味分野の「真空」（ガルシコヴァ、ハプルガエフ「ロシア語歴史文法」（1981），p．
　　336）に、パーフエクトの新形式が復権したものだと考えられる。従って、「萩パーフェクト」の発生は、古
　　い［－1－］分詞パーフェクトの再編以後ということになり、ハブルガエフは12世紀以前だと推定している。
　　　（なお、拙稿「ロシア語所有パーフエクトについて」一大阪外大露語研究室、mシア・ソヴィエト研究、
　　　　15号、　1989参．照、）
49．F．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHlie…，crp．126／9’rHo｝・mNtl玉n・　・，erp．40
　　D｝mauKnoue，qvagecKliza　cxOBapb　lo｝loroφ期o流ora（sl3blK◎3HaHHe），
　　　　　　　　nOA　peA．f．B．CτefiaHOBa，｛’ieflarorMKa，　M．，erp．84
50．r．A．Xa6ypraeB，　CTa｝・loB迎eHMe…，crp．134／STHoHliMHfi・・，crp．48
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　　9m双Klく渥OHeAMqec韮〈vath・・㌧　CTP．84－85
51．r．A．Xa6ypraeB，　CτaHoBnelme…，erp．127
52．r．　A．Xa6ypraeB，∂T｝｛oHmMHn…，crp．45
　　DH朕amaone双HgeCKm藍’・・，CTP．85
　　Xnbfi　MypoMeu，　AH　CCCP，　M．－n．，1958，（rcp．384－385の記事と絵に次のような一文二「猛き勇霊イリ
　　ヤー・ムーmミェツはチェル＝ゴフからキエフに向かって出立するが、ブリャソスクの森に近づくと、その
　　森には12の樫の木に、乗馬の入も歩行者も通さず、独特の口笛で耳をつんざく「無頼漢鶯丸」が佐んでおり、
　　イリヤー・ムーmミェツを見つけると口笛を吹き始め、20露里更に30露里と道を塞いで、益々大きな音で脅
　　し始めた。そのため、馬は立ち往生してしまった。イリヤー・ムーmミェツは「無頼漢」の巣に透つくと、
　　ぴんと張った弓を肩から取り出し、彼をめがけて鋼の矢を打ち放った。それは彼の右翼に命中し、「鶯丸」
　　は麦來のようにどすんと崩れ落ちた」。なお、「原初年代記」（1058）の記事に、「イジャスラフがゴリャヂを
　　打ち負かした」がある（X3ficnaB　fipocnaBla9，1024－1078，ヤロスラフ賢公の子）。
53．F。A．Xa6ypraeB，　CTaHOBAeHHe…，crp．130－132
　　9THO｝maMurl’幽’，CTP．42－43
54．1．A．　Xa6ypraeB，　CTaHoBne｝IHe…，cTp．126　（図）　，130－131
　　9THOHHMIifl…，（rrp．40（魍）
55．　PyccKafl　AHaJ【eKToJ！orH窺，　fioA　peA．諺．涯．KacaTK｝｛臓a，1－lpocBeuleiiHe，　M．，1989，　cTp。205
　　PyccKafi双naneKToπorMfi，　RoA　peA．P．M．ABa｝iecoBa｝｛B．r．OpxoBoth，　HayKa，　M．，1965，　ctrp．253
56．　06pa3◎BaHHe　ceBepHopyccKoro…　　，　cTp．228
57．r．　A．Xa6ypraeB，　CτaHoBflelme…，crp．135－137／∂THoHHMHA…，crp．50
58．r．A．Xa6ypraeB，3THoHHMMfi…，cTp．62－62．　CTa｝1oBne｝IHe…には南部地帯の記述はない。
59．F．A．Xa6ypraeB，∂Tl・loHvaMlifi…，cTp．63
60．「弱い位置」の弱母音の酒失によって生ずる漸しい閉音節の［e］が代償延長的な長齋化を受けて、すなわ
　　ちCeCb＞C6C＞C芭Cとなり、それが文字［奮］を以て12盤紀後半以後のガリチ・ヴォルイニ文献
　　（．［lo6pHnoBo　eBaHrenHe　1164：職もc恥，　po）K抽LK等）に初めて出現することを発見したのはソボレフス
　　キーである。彼は、その［司窩もを「薪しいも」と呼び、£＊oi，al，6＞翻起源のr古し・溝と区製したの
　　である。現代の北部ウクライナ方言や南部白ロシア方雷ではこれに二霊母音的［欝3の講音を豪てていると
　　いわれるが（頗密CTb，　nfeHb，　KaM愈｝王b等）、ウクライナ標準語は［1］に変じている　（顧CTb，　B憩b，
　　Ka瞭玉b等）。古代ロシア語の［旬の音質は、古スラヴ語（麗購の前養低母音捺3＞と異なり、閣難の萌養
　　中高愚音［eコないしは二重母音的な〔宛］であったことを想起するならば、［§，露＞1］の過程は想嫌に難
　　くない（ウクライナ語は新旧の〔ts］を共に［i］に変える：x油6る＞xni6；negb＞傭勤〉磁b、しかし、
　　「強い位澱」弱億音から発展した［o，e〕は代償延長を行わない：flbHb＞Ael・！bであって、加呈bとならない、
　　したがってウクライナ語のこの過程は「弱い位置」弱母音0）滴失以後、「強い位置」弱母音の強母音化以荊
　　ということになるであろう）。
　　薪しい閉音節の［o］もまた同一条件下で長昔化する（r朋麗Koe　eBallre朋e　1226：0Bbua＞BOOBXXf｛）。北
　　部ウクライナ方言でei｝　KY）eHb，娼郵p等の他、　K興脇，　KYAI・lb，　K舞恥等が見られるという。南都ウクライナ
　　方言やウクライナ標準語はKiHb，丑Bip等である。上の揚含と岡様、これらの場合も、二重母膏化の過程を
　　経たものだと考えることができる（KO｝lb－K6δ｝lb－KSF）o｝一｝bmlく舞Hb－K貧Hb艦iHb）。このようにして、ウクライナ
　　語はパラダイム中の音節の闘・閉に応じて、KiHb－KOHfl，　ABip一ムBopa等の交替が起こっている。ロシア語や
　　白ロシア語が知らない環象であり、ウクライナ語との分化現象では最古のものであろう。
61．r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHHe…，（rrp．142　（KapTa　15）
　　　　　　　　　　　3TllOHlitytHfi…　，CTP．26　（KaPTa　2）　（→　［VI］　重血鍛）
62．T．H．轟o鵡Te3，　rpaMMaTHK，36enopyccKoro　fi3bEKa，y9｛’lefiF｝13，　M．，1956，（rrp．36－37
　　A．A．1〈pllBuitKlith，A．E．MHx！－ieBMu，　A．レL　Ho双πy冴く｝lb江麹，　SexopyccKHPt　H3blK
　　　　　　　　双渥飛He6e刀opycoB，　BtsitllePt　tuafi　maKo濯a，　MII｝ICK，1978，　crp．」「　9－61
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63．r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHme…，crp。107－108，139－140
　　　　　　　　　　　3THOHHMHfi…　，（rrp．53－55
　　T．1－LJIorvfTeB．　rl）aMtvfaTHKa…　，crp．45－46
64．nA．Xa6ypraeB，　CTaH◎B諏eH猛e…，（rrp．137－138
　　　　　　　　　3THomlMHfi…，（rrp．51－52
　　ロシア語　　　yTI〈a，〇四脳，　BOTgHM（方蓄）
　　ウクライナ語　BYTKa（方言），　BiTw踵，　BOTgliM（方言）
　　臼paシア語　　BYTKa　等
　　東スラヴ語の語頭添加音（Prothesis）［w（v）〕について、フィリンは「専門にこれを扱った論文がなく、
　　ただその分布の概況を述べられるに過ぎない…北方向、東方向へ行けば行くほど、語頭添加音の使用は減退
　　する」（RPOKcxo＞KAe｝IKe…，erp．299－30G）とLている。一般には、白ロシア語では普通であり、ウクライ
　　ナ語は方言、標準語とも異岡があるとされる。
　　ロシア語（！IleA，　MOIO）、白ロシア語（Mblfi，　Mbi｝o）、ウクライナ語（mXfl，　MMIo）等の差異は、緊張弱母音
　　（Hanp舩（eHHb磁peAy鼠賑ジOBa翻b面［？］　［r］の「強い位殿」での強（完全）撮音化の差異による。すな
　　わち、北東部方言では、通常の弱母音と同じように、絞＞o］［f＞e］となったが、南西部や西部では
　　［y］［i］に変わったのである（ウクライナ語はこの位麗では更にこれらの音を統合している）。「弱い位置」
　　では、普通の弱母音と岡じように、全て東スラヴで消失した。my－ti＞mY－ju；萌aにおける［g］［f］は
　　「強い位置」であるが、piti＞p蜘の［f］は「弱い位置」であり、　nblo（＝・p’ju）（ロシア語）、娘o（ウク
　　ライナ語、白ロシア語）のように、〔f］は消失している。なお、［9］［f］は、それぞれ［b十」，y十j］及
　　び［b－1－j，i－｛－j］より発生した音である。
65．1〈．B．roprmiくoBa，　r．A．Xa6ypraeB，レlcT．rp…，　cTp．99－IOO
66．中庸型は、硬子音前く力点音節）に対して［a］、軟子音前で［H］と反応する場合（H’ac夕，6’a緬1；H’猛c協，
　　6’肱’6）。強変化型は、金ての力点母音に対して［a］と反応するもの（ei’ac］7，　H’acぬ，　H，ac’A）
67．母音に関する露本語タームの～部は、城圏俊「ロシア語の音声」（風問書募、東京、1979）p．70－71より借
　　用。
68．£6］は20世紀初頭までは知られていなかった。先ず、スホナ川沿岸トチマ群方言の調査をしていたスラヴィ
　　スト、オラフ・ブm一ク（Onaφ6POK）によって発見され、次いで、ヴァシリエフ（涯．JL　Bac｝切beB）に
　　よって、16世紀の2種類の古文献にカモーラ（＾）のついた単語が発見され、トチマ方言の〔δ］との密接
　　な関連が分かってきた。その後、多くの他の方言でも発見が続いたが、1912年シャフマトフはレカ村（シャ
　　トウラ東方）の大工グリーシキソ（レ1，　C，　罫P茎｛田K獄鷺）の協力を得て、この村の方言調査を実施して、
　　〔6］を確認、更に、1945年ヴィソツキー（C，C．BblcoHKHB）を団長とする芳言調査団がシャフマトフ等の
　　発見を検証した（∂lmali｝〈noneflxgecKuth　c丑oBapb　loHoro（）un◎nora，　crp．194－196）。
69．菱山　忍、ロシア語史概説（玉1）一古代ロシア研究　5、B本古代ロシア研究会、京都、1964、　p．262－263
？0．　A．M．CenHdieB，　CTapocnaBfiHcKHB　fi3blK，　tlacTb　l，ygKeArl｛3，　M．，1951，　cτp．235－240
71．　B．レ雲．SepKoBcKHPt，　r【，　C，　1〈y3｝ieuoB，　レ歪cT．rp”・，　1965，　cTp．84　（1963，　crp．82－83）
　　例えば、＊korljs＞＊k6rljb＞Kop6nb（主格、単数；語末弱母音にアクセソトを持っていたが、すでにスラ
　　ヴ篠語において先行母音にアクセソトを移動して、新上昇調｝玉OBb甫猟yTに変わった。斜格〈Kopo舶，
　　KOPOJIIb）には本来の上昇調aKyTが残っている）。
72．　Pyc．双llaneKTonorHA　（J「1．み．KacaTK｝｛H），…　cTp．49－51
　　B．B．XBa｝loB，　レlcTp．rp…　，　1983　，cTp。218－219　（1990，cTp．206）
　　060Al・ib，　il！Hrpbi，　Cy澱Ka，＞K囎ムpaの位置については、双ypHoBo，　BBefie｝・1｝te　B　HcTopHlo　pyccKoro　sl3sll〈a
　　添付の「南ロシア方言地図」参照。
73．1〈．B．rop田KoBa，　r．A．Xa6ypraeB，レlcrp．rp…，crp．94－96
　　£．A．Xa6ypraeB，3T｝IOImMHfi…，（rrp．58－60
　　F．A．Xa6ypraeB，1’eorpaepHgec！〈oe　BapbvapoBaHlie　cHcTeMilblx　oTHorue｝IH自KaK　MaTepHanユ｛croP掛lecKo饒
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　　　　　　　　ム装aJ五eKTo7葦orK｝！－PyccKHe　roBops【，　Hayi〈a，ハa．，1975，　crp．73－74
74．　K．B．r◎lllKoBa，09epKH｝｛cToP｝至畷ecKo負Alianel｛TonorHl至ceBep｝三〇貞PycH，　M3汲．Moc，　y無。，M．，1968・cTp。王38
　　K．B．ropruKoBa，　F．A．Xa6ypraeB，　K（rrp．rp…，（nrp．96
　　r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBAeHHe…，crp．147／≡）T隷oH描｛獺…，cτp．58
75．M．B．」『loMoHocoB，　PQeaptcKafi　rρaMMaTmKa－HoπHoe　co6paHHe　cogitlle｝IHth，　ToM　7，AH　CCCP，　M．－A．，
　　　　　　　　1952，cTp．399－400，427
　　出口　巌、ロシア中世文法史、名古屋大学出版会、名古農、1991、p．134
76．r．A．Xa6ypraeB，∂THOHMrvfvafi…，crp．61－62
　　　K．B．1”op田KoBa，09eρlm　licT．AHan…　，crp．138
　　P．珂。ABaHecoB，　I　Ipo6neMbi◎6pa30BaHliR…－1955，B到5，erp．29－30
77．r．　A．Xa6ypraeB，3Tlio｝－iljMHfi…，crp．62
　　r．A．Xa6ypraeB，1”eor．Bap…，一　Pycci〈ue　roBopbl，　crp．76
78．B．N．Clifi◎poB，　yMepel．IHGe　fiKa｝ibe　B　cpe双HepyccKHx　roBoPax　H　ceBepHopyccKoe奄tくa擁be一哲3　ucroPuli
　　　　　　　　3ByKoB　PyccKoro　fi3blKa，1ヨ【ayKa，　M．，1966，crp．106－107
　　K．B．ropmKoBa，　F．A．Xa6ypraeB，｛4cL　rp…，（rrp．101－IO2
　　r．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBneHKe…，　crp．142
　　なお、ア・ヤ弁分布図は、r．A．Xa6ypraeB，　CTal・loBnenue…，crp．142及び9T｝・lo！．1｝IMIifi…，〔ぼp．26が良い
　　　（llyp｝五〇BO，　BBeAeHHe…　添付土毯図参，照、）0
79．K．B．1”oplliKoBa，　r．A．Xa6ypraeB，聾cT．rp…，（rrp．103－104
　　F。A．Xa6ypraeB，　CTal．ioBne｝・me…，crp、143－144
80．A．A．田ax醗aToB，　OgepK　ApeBHiSthLllaro　fiep三〇Aa｝terop三li　pyccKaro　fi3blKa，T｝mo甲aφ｝蝦レ玉ptfllep．AH，
　　　　　　　　　1－leTporpaA，1915，　cTI）．331－343
　　異化型ア・ヤ弁の発生メカニズムを説明するためにシャフマトフが立てた仮説を「劣化説」と呼んだのはフ〈
　　　リソである（Φ．R．¢uaHH，　rrPOIicxo》Knenue…，　CTP．102）。このような場合にも、歴史文法は、一般に
　　peムyllHpoBaHmsle　rnac｝lbleと呼んでいるが、＊U＊￥＞5，　bの紹来のいわゆる「弱母奮」と区鋼するため、
　　本稿ではr劣化」r劣化母音」とする。
　　0，BpoK，　H．H．，［iypHoBo，　E．Φ．By照e，　C．fi．06｝loρcK1｛益等は劣イヒ説を支持したが、　H，　C，丁ρy6e駅磁，
　　P澱KO6coR等は反対したQ　P．1・1．ABa｝leCOBは発生聴期については弱母音消滅以後を主張してシャフマトフに
　　反論したが、結局は劣化メカニズムの支持者であろう。そして、劣化説は今H広く～般に支蒋された掌説だ
　　と言えよう。しかし、A．MeMet，A．Vaillant，B．K．reoprlieB，Φ，猛ΦH朋H等はスラブ複語からの継承特
　　徴としてア弁を説明している（B．1’1．1’epmaeB，　B．K．＞KypaBxeB，Φ．9．¢Hnww，　C．肩．CTo甑oB，06zaecnaBfi｝ia〈Qe
　　3｝lage｝・me　fipo6neMbi　al〈aHbfi，哲3几Bo涯r．AH，　Coφ糊，1968．において4人の執筆者が大論陣を張っているQ
　　reoprlieBは「スラヴ祖語の母音体系とア弁問題」、Φ二｛朋｝1は「東スラヴ語のア弁の起源と発展」等。
　　Φ“AHH論文は、ブルガリア版を一部修正して、　fiponcxo｝ycne｝me…，　CTP．97－149に再録されている）。
81。K，B，ropmKoBa，r．A．Xa6ypraeB，レfcT．rp…，crp．106－107
　　F．A．Xa6ypraeB，　CTanoBne｝me…，crp．146－147
82．F．A．Xa6ypraeB，　CTaHoBAeHlie…，crp．147／∂THO｝lliMHA…，cTp．51
（1991．9、，17　受理）
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